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　行列型 の kinetic　eq 。は W61fle（3）に よ っ て も解か れ て い る が ， 我 々 の 方 法 ， 即 ち ，

spectral 　function　 A を求め る 方法は よ り直接的で あ る 。

1
／T く △ の 範囲 で は

，

Bogolon の Blotzmann 方程 式が成立 し て い る こ とは ，多分 正 当化 され る と考 え られ る 。

（1）

（2）

（3）

　　参　考　文 献

Leggett−Takagi．Phys．　Rev．　Letters　34，1424 （1975）．

Bhattacharyya　et　al．　Phys．　Rev．　Letters　35，473 （1975）．

W61fle
，
J．　Low 　Temp ．　Phys．22，157（1976）

Kinetic　Equation の T   Tc

　　　　　　　　 で の ふ る ま い

山 口 大
・
文理 原 純

一
郎

　超流動 He − 3 の T と Tc で の K ・E・（Kinetic　Equation）の ふ る ま い を調 べ る 。 次 の 様 な

グ リー
ン 関数行列を 定義 し よ う。

　　　疇 （1 ・ 1’

） ＝ 〈啗
＋
（1’

琉 （1）〉
，

G言（1 ・ r ）一 く当（1）ガ（1ノ

）〉

こ こ で
・ 尋・ 場嬾 師 ＋

一 （ψ庄， ％ ）・ 減 分
喫 痂 ・成分 ・ あ ・・

〈 一 〉 は 締 物 厳 わ す 。
・・ … ピ ・ 游 で あ ・ ・ （斎（1 ・ 1ノ

）の 相 対座 標 に つ い

　 　 　 　 　 　 　 　 　 》

て フ
ー

リ ェ 変換 した 傷 （p ω RT ）に対 ナる 定 常状 態 で の K ．
　E ．は ，　Kadanoff ，　Baym

に 従 っ て ，

　　　1 〔・， ・
ミ

・一＋ S〔緜 〕
、

一
壱〔嘉， ズ〕

，

一 ・ 1

と な る
。

ξ は Hatree・Fock 近似 で の エ ネ ル ギ
ー

行列 ， 1 は Born 近似で の 衝突項を表 わ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 x ．　　　　　　
／

して い る 。 ス ペ ク ト ル 関数 A （P ω R ） ＝ er ＋ G
’x

に つ い て は す ぐ解 けて ，
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　　　　　　　　　　　　　　　　　 Kinetic 　 Equation の T ＝ Tc で の ふ る ま い

・ 一

謎（1 ＋ ・ … （ω 一・ E ）・ 詣（織 一麟 ）・・ 諾・（ω 一・E ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ウ

と な る
。

v は ± を取 る
。
　 A を使 っ て GK

．
は 次 の 様に 書け る 。

　　　G
” 一

（P ω R ） ＝ A （P ω R ）fo（ω ）＋ Σ δF （PR ）2 π δ（ω 一レE ）
　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　 　　ン　　　y

　　　♂
’
（P ω R ） − A （P ω R ）（1 − f

°

（ω ））一Σ δF
。
（PR ）2π δ（ω 一・VE ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ン

fe（ω ）は フ ェ ル ミ分布関数で あ る 。こ の 様 に （客を ω 積分 した量 が wigher分布関数 に

対応 す る も の とな っ て い る
。 上式 を GS

’
に 対 す る K ．　E ．に 代 入 す る 事 に よ り分布 関 数

δ Fv に 対 す る K ．　E ．が 得 ら れ ，次 の 様 に な る
。

　　　・〔・ ， ・・
、
〕一・ e〔磊 ・Fv〕

、
一 一盛・・・ … ω ・iglv

こ こ で衝突項は ，未知 関数 δFv だ け を含ん で お り ， AfO （ω ）， A （1 − fO（ω））か ら の

寄与 は エ ネ ル ギ
ー

保 存則 よ り消 え て しま う 。 上 式 を さ ら に Bogolin　b。v 変換 し て ，

　　　・〔Eo　G，
・恥 ・ t〔轟・

，噺 ・瓦〕・

　　　　　　・ e〔U
。8，・よ・μ ・

．
・

，轟・S
，8，

・V
，
〕 一 ・

。
1

，
Uま

とな ・ ． E
。
　a − U 。

ξ硫 坑
一 U

。
δF

，
Uま，

　 U
。 ，

Uまは B・9・ li・・b・・ 変換行 列で あ

る
。 以下簡単 の 為 BCS 状態 を考 え る 。　 He −3 で実現 して い る ABM 状態 ，　 BW 状態に

対 して も同様 の 議論が 出来る と母われ る 。
δFv は BCS 状態 の 時 次の 様に書け る 。

・レ （
δf（P）％ …

δ・ （P）iσ

y

一δn
＊

ω i・

y
…一δm （P）％）

・互 一

（1職 ド；踏）
ao は 単位 行列 ，

σ

y
は Pauli行列 の y 成分 で あ る 。　又 ， 局所平衡状態 で の 分布 関数

・可 を ・可 一 麦（1＋ ・a）・・6・取 ・ う ・
δ・彡・ 例・ば糀 係数な どを計算す ・ 時・

・・彡一 器・ ・・・… あ ・
。 又 ・ a ・ ， 対角成分 が （1 ・ 1 ・

− 1・
　 −1）・対 角行 列・ あ

・ ．
・・（・）， ・・ （・）・ ・許（・）

一 ・・ （・）・ δn
＊
（・）… L ÷（・・ （・）一δn

＊

（・））・ 対す ・

一D17 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Bussei Kenkyu

NII-Electronic Library Service

Bussei 　 Kenkyu

原 　純
一

郎

K ．E ．は ，衝突項 を緩和時間近似で 書 くと ， 次 の 様に な る 。

　　　青鑷 ・f’ 一 ÷・・ 一槍諞 ・〆一去÷・nk 　・ E
。
δ・

1

　　　・
。

δ・
R

呈÷・・
1

− … 　 　 ：Y ．・

但 し ， T と Tc の 附近 を考 え る 事 と し ，　 coherence 　factorの 0 （△
2

）の 寄与 をす る項 は無

視 して い る
。 以下 2 つ の 場 会に つ い て 解 を求め て 見 る 。 △ 〉

互の 時 ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 τ

　　　・・ 活 隔 ・〆 ・ δ評 一令繍 ・ （
、｝，）

2

　　　・・ 一 … 　 　
1 一倉諾 ・ （

，i，）

　 　 　 　 1
と な り　　　　　 く 1 で あ る の で

，
δf つ ま り ボ ゴ ロ ン の 分布関数 だ け を こ の 範 囲 で は 考 え

　 　 　 2 τE
て お け ば よ い

。 反対 ・尋〉 △ の 場創 ・
，

　　　δ， 一 塗 型
‘

． 　 δ。

R
一 全 鋼 f

，

　 　 　 　 　 　 E ∂P　 　 　 　 　 　 　 　 　 ∂R　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 E ∂P ∂R

　　　・・ 一 ・ 　 　 δ・
1 一 盒瓢 ・ x ・一・・ E ・

・ な … 時・ ・ ・・…
R

だ ・ を考 え て やれ ば よ い
・ さ ら ・… 一 盍・Q ，

・・

R

÷ Q

と して ，
δQ に対 す る K ．E．を求め て や る と ， そ の K ．　E．は Normal で の K ．E ．と

Back　scattering の 項 もふ くめ ，同 じ に な っ て い る 。

一方 ，粘性係数 の T Σ Tc で の ふ る

ま い は ， 運動 量流速 ∬ ij が ，

　　　・・
、、

− f・・ 2嘉帰 （・・… ）一倉・・
B
｝

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 丿

の 形 を して い る の で ， δf
，

δm
，

δnk に 今求め た 解を入れ て や る と ， △ ＞
il）

の 時 ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 τ

Normal で の 粘性係 数 を η
n

と し て ，

　　　η 〜 η
。
（1 ＋ ・ △ ）

と な り ・△ 眦 例す 碩 が 出て くる ． 反対 に △ 導 の 融 ・ （△）の 項 賄 ち消 し あ ・

一D18 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Bussei Kenkyu

NII-Electronic Library Service

Bussei 　 Kenkyu

3He − A で の 2
，

3 の 問題

て 出て 来ず ，

　　　η 〜 η
。

（1 ＋ o （△
2
））

の 形 に な る
。

3He −A で の 2
， 3 の 問 題

筑波大　 宗 　 田　 敏 　雄

　 （1） 円筒容 器 中 の
3He −A の 遅 い 回転

　
3He −A で オ

ーダー ・パ ラ メ
ー

タ
ーよ り作 られ る 軌道ベ ク トル e が組織の様子 をな し

て い る が ・軸 対称 な解 と して Mermin−Ho（M −H ）と Anderson−Toulouse（A ・T）の解 が ある こ

とが 見出され て い る
。

　然 しなが ら，こ の 容

器をゆ っ く り回転 した

時に ど う云 う6 の 組織

が 出来る か が 大変興味

が あ る
。

　 こ こ で は 角速度 ω で

回転 し て み て ， 自由エ

ネ ・レ ギー
  。

− L ω

を最低に す る 様 に ，

　 　 　 　 　 　 　 　 A

　　 e ・一・ c ・Sx （ρ）z

　 　 　 　 　 　 　 　 　 A

　 　 　 十　sin 　Z （ρ）ρ

　 　 　　 　　 　　 （1）

の x　（ρ） の 形 を求め て ，

角運動量や 自由エ ネ ル

（a 》

（a ） M − H 型組織

ゾ
←

K 　　7
→

丶

t　述 ア　 ↓

↓　
〜

↑ t　 ↓
　　　　 ↑↑

　　　　 ↑↑

（b ）

（b） A −
丁 型組織

第 　 1　 図
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